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n 株式会社Bee CTO 中村仁昭

・ 新大阪の組込ソフト会社です

・ JASAパビリオンで「おてがるよろず検知」「ポン
付けメーター検針」を展示してます

n CQ出版のInterfaceで記事を書いてます

・ 2020年10月号の「AIチップ図鑑&実力大研究」
特集で注目AIチップ搭載ボードの研究記事を
書きました

自己紹介



n 研究会とセミナーの2本立てで開催

n 研究会

・ 今年で4年目になるDeep Learningを既に理解して開発
できるメンバーが集り、様々なテーマでAI活用研究を行
なう研究会

・ メンバーは現在15名

n セミナー

・ 今年で6年目になる初学者向けのDeep Learningセミ
ナー

n AI研究WG発表会
・ 年度末に研究会/セミナー別で発表会を実施

AI研究WG



n エッジデバイス上でのDeep Learningの可能
性や、様々なテーマで持続的に調査研究を
行なう

n 1ヶ月に1度、定例会議を開きDeep Learning
周辺の最近の動向の共有、メンバーの研究
内容の進捗発表

n 全員でコンペに参加して実力を試したり

・ 昨年度は全員参加に適当なコンペが見つから
ず未参加…

研究会紹介



n 1年間で3回の座学とグループでのDeep 
Learningデモ作成がゴール

n 講習にはGoogle Colaboratoryを利用

・ Colaboratoryはクラウドで実行されるJupyter
ノートブック環境なのでお手軽

n フレームワークはTensorFlow+Keras

n グループ間の情報共有、全体連絡にSlack
を活用

セミナー紹介



2021年度活動内容・研究会



n 個々の研究案件を継続

・ 個々の研究テーマにそって、グループに分かれて研究
を進めている

n Deep Learningの最近の話題の共有

・ MLP-Mixerなど話題になった情報を主に共有

n 開催されている機械学習コンペの確認

・ SIGNATEやNishikaなど国内のコンペを中心に確認

n 発表会

・ 研究会のメンバーでオンラインで実施

実施内容



n MLP(多層パーセプトロン)系がTransformer系より性能が
出た

n エッジでのMLベンチマークMLPerf Tiny v0.5

n ブロックチェーンを活用したセキュアな分散型機械学習～
スウォームラーニング

n ビジョン・トランスフォーマーはなぜCNNより強い? その仕
組みを解明

n データ・セントリックなAI

n State of AI Report 2021

n 生成品質で DALL·E を超えた!? 拡散モデルによる画像生
成の最新動向

n etc.

共有した最近の動向



n 組込環境でTransformer

n 競馬AI予測研究

n 低リソースデバイスAI

・ Maix Amigo(Kendryte K210)でSpeech 
Recognition

・ Binarized Neural Networks(BNN)の調査

n 異常音検出

n エッジデバイス上での学習

n 強化学習

個々の研究案件



成果発表・研究会



n RaspberryPi4でMobileViT(Vision 
Transoformer)

・ 学習に時間がかかるがTensorFlow Liteモデル
に変換してラズパイで推論させると1.5秒

組込環境でTransformer



n 単勝の予測に挑戦

・ 92%の正答率になったが、inputデータにオッズ
が含まれているためオッズの正解率を予測して
いる可能性が…

競馬AI予測研究



低リソースデバイスAI

n Maix Amigo(Kendryte K210)でSpeech 
Recognition



n Binarized Neural Networks(BNN)の調査

低リソースデバイスAI



n Transformerを用いた異常音の判別

異常音検出



n エッジ上における学習の可能性、限界、課
題の調査

エッジデバイス上での学習



n 深層強化学習を主題としたAIコンペへの参
加

強化学習



2021年度活動内容・セミナー



n 第1回 2021/6/8

・ Deep Learningの説明

・ Deep Learningの最近の話題

— ［速報］マイクロソフト、自然言語をプログラミング言
語にAIで変換、新ノーコード機能をPower Appsに搭
載。AI言語モデル「GPT-3」を採用。Microsoft Build 
2021

— 多層パーセプトロン(MLP)時代の到来と、トランス
フォーマーの終焉

・ Python基礎とMNISTデモをGoogle 
Colaboratoryで実施

実施内容 1



n 第2回 2021/8/8

・ Neural Networkの解説

・ Neural Networkの学習アルゴリズムの説明

・ 課題発表に向けたグループ分け

n 第3回 2021/10/27

・ ハイパーパラメータなど学習にあたってのテク
ニックの解説

・ CNNの解説

・ ColabでKeras MNISTの学習結果の可視化デモ

・ 課題進捗発表

実施内容 2



n 第4回 2022/2/17

・ 課題進捗発表会

・ 課題推進

n セミナー成果報告会 2022/3/30

・ 成果発表

実施内容 3



成果発表・セミナー



n 1～43の数字の中から異なる6個の数字を
予想

ロト6の数字予測



n 日本の城の画像データから画像認識で何
城かを判断するモデルの作成

日本の城判定



n DOC2VEC、CHARACTER-LEVEL CNNで分
類を試みる

入力文章に対する作者分類



n GANを使って色々やってみる

GANに関する技術の習得



エッジAIの現状



n GartnerのHype Cycle 
for Artificial 
Intelligence, 2021でも
昨年と変らず「過剰な
期待」のピーク値のま
ま

n “edge ai”で検索して
みても概念説明ばか
りで実装例があまり
見つからない

EdgeAIの位置づけ

https://www.gartner.com/en/articles/the-4-trends-that-prevail-on-the-gartner-hype-cycle-for-ai-2021



n スマホの音声認識やカメラ画像処理は有名

n Intel coral のCustomer Storiesは実際に使
われた実例がまとまっている

・ くら寿司の皿を数える装置

・ ノルウェーの配電会社Pratexoの電力グリッドの
変圧器の異常検知

・ など

n JetsonやAzureが紹介しているコミュニティ
の例は存在するが技術要素の紹介に近い

EdgeAIの実装例

https://coral.ai/news/
https://coral.ai/news/kura-sushi/
https://pratexo.com/the-next-generation-resilient-grid/


n 回転レーンから取った皿の数をラズパイ4で
QRコードの識別とTensorFlow(Coral USB 
Accelarator)を使った画像認識で皿の種類
と数をカウント

くら寿司の皿を数える装置

https://coral.ai/news/kura-sushi



n Coral M.2アクセラレーターで各変圧器が発
する音から機械学習モデルで問題が発生
するかを予測し電力グリッドの信頼性を確
保

Pratexoの電力グリッドの変圧器の異常検知



n まだまだ実例が少ない

・ 継続的に調査する必要がありそう

n 実装に関して課題が存在しているのかも

・ 実例を深掘りしてみると新たな知見がありそう

n AI研究WGとして、実例調査と実例の深掘り
をやってみる

EdgeAI実装の普及に向けて
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